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暮
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大
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學
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饗
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璽
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唇
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を
避
け
、
東
西
の
丘
風
間
に
計
画
を
お
さ
め
る
為
に
、
こ
の
盆
地
の

条
里
の
基
準
線
と
お
ぼ
し
き
東
西
線
即
ち
紀
研
愛
宕
郡
界
線
附
近
を

南
京
極
に
と
り
、
南
北
基
準
線
と
お
ぼ
し
き
葛
野
愛
宕
郡
界
線
附
近

を
朱
雀
大
路
に
選
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
霜
の
選
地
が
た
ま
た
ま
秦
想
自
邸
を
大
内
裏
に
包
括
す
る
こ
と
と

な
り
早
急
の
選
都
に
一
層
利
便
を
得
た
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
か
く
て
平
安
京
の
立
地
は
平
城
京
と
同
じ
く
既
存
の
条
里
地
割
を

利
用
し
て
そ
の
上
に
計
画
さ
れ
た
竜
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
　
士
油
田
敬
士
甲
　
　
由
H
城
乙
訓
郡
の
久
木
墨
山
　
紀
血
振
二
千
山
地
百
年
記
愈
心
隔
轡
牢
脇
濡
文

　
集
　
昭
和
＋
六
年

②
島
山
繍
難
所
㍊
調
塘
艶
訓
顯
誰
鯉

③
．
喜
閏
貞
吉
帝
都
　
　
大
正
囚
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
年
十
一
月
十
九
日
稿
）

山城の条里と平安京（米倉）

　
　
　
　
会
　
　
　
報

史
学
研
究
会
六
月
例
会
、
特
別
例
会
及
び
大
会
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

多
数
、
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
六
月
例
会

　
h
口
臨
吋
　
　
山
ハ
隈
月
一
｝
岡
目
　
（
土
）
　
血
－
後
一
州
吋
　
，

　
場
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
律
令
時
代
の
墓
地
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
薗
闘
香
融
氏

　
日
本
考
古
掌
の
近
況
　
　
　
　
　
小
林
行
雄
氏

　
翼
成
変
法
を
埋
る
政
治
的
諸
霊
鑑
に
つ
い
て
　
　
北
　
自
　
康
　
夫
　
氏

一
、
特
別
例
会
・

　
口
H
吐
吋
　
　
轟
ハ
日
月
】
二
争
一
陰
　
（
⊥
⊥
）
　
左
鼠
壁
…
…
…
鵡
ん
時
i
允
丁
霊
τ
ム
時

　
場
所
　
京
都
大
学
文
学
部
第
一
教
室

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
十
年
－
の
回
顧
と
・
今
後
の
課
題
」

’閉西東考地日開
g

会洋洋古理本会
き

の史史学学史の
辞辞

会貝水松藤

田塚野井

雄茂清武直

次樹一敏幹

平氏氏氏氏

原田河坪浮三宮

　村地井田脇崎

随満重清典下市

園穂造足良二定

氏氏氏氏氏氏氏

一
　
大
　
会

例
年
通
り
十
一
月
一
臼
（
木
）
見
学
、
一
一
日
（
金
）
史
学
研
究
会
総
会
及

び
大
会
、
三
資
（
祭
）
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
∵
西
洋
史
読
書
会
各
一
大

会
を
行
う
予
宛
で
す
。

一
、
丈
学
部
創
設
五
十
周
年
記
念
特
別
例
会

十
一
月
二
十
琶
日
（
祭
）
に
五
十
周
年
記
念
の
特
別
例
会
と
し
て
講
演
会

を
行
う
予
定
で
す
。
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恩窺の巡礼の歴史的性縦について（下）（富岡）

年
金
受
領
者
と
し
て
中
央
集
権
権
力
の
支
配
下
に
お
い
た
。
他
方
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
に
対
し
て
は
王
権
で
も
つ
て
彼
ら
の
地
主
的
土
地
所

有
を
確
認
し
、
政
府
の
官
僚
と
し
て
絶
対
王
制
の
政
治
機
構
の
な
か

に
く
み
い
れ
た
。
こ
こ
に
チ
ュ
！
グ
ー
絶
対
王
仰
倒
が
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー

の
地
主
制
を
基
盤
と
し
て
強
化
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
が
み
ら
れ
る
。

　
農
民
層
は
闘
争
に
は
敗
北
に
終
っ
た
が
、
決
し
て
何
物
も
得
ず
し

て
一
揆
の
火
の
な
か
を
く
ぐ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
。
領
主
的
な
封

建
的
土
地
所
有
を
…
崩
壊
さ
せ
、
領
主
的
恣
意
の
支
配
一
封
建
反
動
を

抑
制
し
、
農
民
と
領
主
と
の
人
的
結
合
を
た
ち
切
っ
た
の
は
笑
に
こ

の
小
農
昆
の
実
践
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
あ
と

に
出
来
た
も
の
が
封
建
制
の
再
編
成
に
す
ぎ
な
い
地
主
的
所
有
1
1
嵜

生
地
主
制
の
成
立
で
あ
る
に
し
て
も
、
と
も
か
く
も
、
農
民
が
土
地

所
有
者
と
な
る
可
能
性
を
獲
得
し
た
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
農
民
の
地
位

の
相
対
的
向
上
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
部
分

の
小
農
民
に
と
っ
て
は
こ
れ
は
「
画
か
れ
た
餅
」
そ
し
か
な
か
っ
た

が
、
と
に
も
か
く
に
も
、
こ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
農
民
分
解
を
促
進

す
る
準
備
を
し
た
わ
け
ぞ
あ
る
。

　
農
民
の
前
進
的
エ
ネ
ル
夢
、
一
は
こ
の
敗
北
に
よ
っ
て
立
消
え
る
こ

と
な
く
、
絶
え
ず
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
「
平
等
」
を
要
求
し
、
寄
生

地
主
制
の
廃
止
輔
農
民
的
土
地
所
有
の
確
立
を
目
ざ
し
て
闘
争
を
繰

返
し
て
い
っ
た
。
こ
の
ニ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
五
四
九
年
の
ケ
・
ト
の
一

揆
を
由
Ψ
心
と
こ
す
一
Q
A
エ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
O
大
農
民
浮
輪
争
に
∵
つ
け
つ
一
か
れ

結
集
さ
れ
て
、
絶
対
主
義
権
力
に
ね
ば
り
強
い
闘
争
を
反
復
し
つ
つ
、

市
民
革
命
へ
の
道
を
お
し
す
す
め
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
ぞ
あ
る
。

正
　
誤
　
表
　
上
田
正
昭
「
神
統
譜
の
展
開
」
（
三
九
巻
一
号
所
載
）

響讐纏豊剰頁
亙

誤

正

7　3　17　5　3　15　10　17　1

大
日
子

天
足
参

（
1
）
（
■
）
を
通
ず
る

こ
ら
し
た

第
一
表
（
■
）

三
一
紀
五
十
一
年

（
第
｛
蓑
翌
）

第
一
表

次
建
御
雷
神

大
帯
臼
子

天
足
彦

記
紀
を
通
ず
る

こ
う
し
た

　
　
　
　
の

第
一
表
（
1
）

景
行
田
五
十
一
年

（
第
㎜
表
貰
）

第
二
表

次
建
御
感
之
男
神
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な
お
古
文
書
の
利
馬
に
、
申
量
史
家
の
法
制
更
へ

の
笹
蟹
を
促
し
、
社
会
経
済
史
と
の
協
…
働
一
に
よ
っ
て

日
本
中
世
史
の
飛
羅
的
発
展
の
契
…
機
が
与
え
ら
れ
た

も
の
と
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
多
数
の
鎌
倉
幕
府
法
の
中
で
も
生
き
た
法
と
死
法

と
が
区
尉
さ
れ
、
法
の
機
能
を
も
考
え
う
る
で
あ
ろ

う
。
然
し
こ
の
点
に
な
る
と
編
者
の
と
ら
れ
た
例
示

主
義
で
は
必
ず
し
も
十
分
置
は
な
く
、
史
料
の
典
艇

だ
け
で
も
綱
羅
的
に
挙
げ
て
い
た
だ
ぎ
た
い
と
思

う
。
或
は
紙
幅
の
都
合
か
と
も
思
う
が
、
式
匿
の
規

定
の
趣
旨
を
援
用
し
た
に
す
ぎ
ぬ
史
料
（
第
一
部
）

法
令
の
適
用
に
関
す
る
史
料
（
第
二
、
三
部
）
が
割

愛
さ
れ
た
の
も
残
念
で
あ
る
。
収
載
史
料
の
範
囲
を

拡
げ
る
こ
と
に
は
、
法
と
は
何
か
の
問
題
が
関
係
し

て
来
る
の
で
あ
り
、
第
三
部
が
編
者
の
主
観
に
よ
っ

て
採
否
の
左
着
さ
れ
易
い
部
分
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
お
ら
れ
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
然
し
申
世

．社

?
の
綜
合
的
把
握
の
一
環
と
し
て
法
制
史
を
考
え

る
筆
者
は
、
規
定
の
厳
密
さ
に
し
ば
ら
れ
て
重
要
史

料
を
逸
す
る
よ
り
は
、
規
定
を
弛
め
て
で
も
、
多
く

博
く
収
め
て
い
た
だ
い
た
方
が
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
鎭
骨
の
労
作
へ
の
近
寄
り
難
さ
を
救
う
　
策
と
し

て
、
私
は
先
ず
あ
と
が
き
を
読
み
、
本
書
成
立
の
経

緯
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
か
ら
二
十
六
年
前
よ

り
池
内
氏
は
こ
の
一
筋
に
つ
ら
な
り
、
必
ず
し
も
恵

ま
れ
た
と
は
言
え
ぬ
掌
問
的
環
境
の
」
甲
で
、
孜
々
と

し
て
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。
　
佐
藤
氏
は
「
訴
訟
制
…

度
」
を
著
し
て
出
陣
さ
れ
、
敗
戦
の
軍
国
に
か
え
っ

て
は
、
　
学
問
へ
の
歓
び
と
、
　
前
途
へ
の
不
安
の
中

で
、
　
「
守
護
制
度
」
を
著
さ
れ
た
。
学
問
を
顧
み
る

暇
も
な
く
、
法
制
史
の
一
顧
だ
に
与
え
ら
れ
ぬ
世
情

の
裡
に
、
　
両
氏
の
学
問
は
交
通
に
よ
っ
て
結
ば
れ

た
。
知
己
を
得
た
希
望
と
前
途
へ
の
決
意
が
、
両
氏

の
き
び
し
く
も
静
か
な
求
道
の
情
戯
郁
と
し
て
燃
熱
し

た
事
で
あ
ろ
う
。
あ
と
が
き
に
は
極
め
て
淡
々
た
る

二
選
が
連
ね
ら
れ
て
お
り
、
大
袈
裟
に
両
氏
の
心
纂

を
付
度
す
る
こ
と
は
非
礼
か
と
も
思
う
が
、
筆
者
の

与
え
ら
れ
た
深
い
感
銘
の
ま
ま
に
こ
こ
に
こ
の
様
な

事
を
記
し
た
の
を
寛
恕
さ
れ
暑
い
。

　
両
氏
の
大
事
業
を
供
手
傍
観
し
、
最
後
に
虫
の
い

い
注
交
だ
け
を
つ
け
た
が
、
か
か
る
す
ぐ
れ
た
史
料

集
の
続
刊
も
、
両
氏
の
す
ぐ
れ
た
見
識
と
熱
情
と
を

以
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
事
を
思
い
、
第
二
部
分

国
法
及
び
豊
臣
織
田
氏
の
法
制
、
第
三
部
公
家
法
本

所
法
座
法
村
法
の
つ
つ
が
な
き
続
刊
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
学
界
あ
げ
て
の
協

力
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
更
に
今
一
っ
の
重
要
な

協
力
の
方
法
は
、
こ
の
史
料
集
を
十
分
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
申
世
法
単
身
を
発
展
さ
せ
て
行
く
こ

と
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
法
に
つ
い
て
の
多
数
．
の
異
本

を
一
巻
に
収
め
、
文
書
記
録
を
も
加
え
て
立
体
的
に

構
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
鎌
倉
幕
府
法
の
ハ
イ
フ
ァ
イ

盤
が
、
或
は
勇
壮
に
、
或
は
悲
痛
に
鎌
倉
時
代
の
著

悩
を
奏
で
る
と
き
、
心
こ
こ
に
非
ず
し
て
聴
き
と
り

得
ぬ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
聴
衆
の
罪
な
の
で
あ
る
。

（
A
5
四
五
一
頁
、
口
絵
写
真
七
里
、
岩
波
書
店
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
上
横
手
雅
敬
i

～
．

執
筆
者
紹
介

村
田
数
之
亮

米
倉
　
二
　
郎

冨
岡
次
郎

佐
　
藤

壷石
田
　
善

田

長明入

上
横
手
雅
敬

大
阪
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
…

広
島
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
…

京
都
大
学
人
文
科

　
　
　
　
　
　
　
　
（

学
研
究
所
助
手

京
都
大
掌
助
数
授

京
都
大
学
大
学
院

特
別
薪
究
生

京
都
大
虫
歯
滑

津
都
女
子
大
学
講

師　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
G
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〔
修
士
課
程
〕

麓
集
落
の
馳
理
的
意
義
　
　
　
　
　
　
押
野
　
昭
生

明
治
以
降
に
お
け
る
日
本
漁
業
発
展
の

　
経
済
地
理
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
農
闘
　
正
彦

濃
尾
織
物
業
地
域
に
お
け
る
経
済
地
理
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
森
　
　
勉

　
　
考
古
学
専
攻

飛
鳥
時
代
の
唐
草
文
様
　
　
　
　
　
　
秋
山

ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
地
ぬ
カ
の
初
期
鉄
器
巨
霊
富
山
久
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻
図

随
本
学
術
会
議
選
挙
有
権
者
の
登
録

に
つ
い
で

進
午琢

　
本
年
十
二
月
十
籔
に
第
四
期
臼
本
学
術
会
議
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
科
掌
者
の
代
表
機
関
と
し
て

の
学
術
会
議
の
も
つ
重
要
な
十
王
、
殊
に
最
近
の
学

術
会
議
が
当
面
し
て
い
る
聞
題
の
璽
要
性
は
周
知
の

通
り
で
す
。
し
か
る
に
従
来
よ
り
、
有
資
格
者
で
あ

り
な
が
ら
、
登
録
洩
れ
の
た
め
投
遣
添
さ
れ
な
い
研
究

者
が
非
常
に
多
い
状
況
で
す
の
で
、
科
学
者
の
総
意

を
学
術
会
議
に
結
集
す
る
為
に
登
録
洩
れ
の
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
学
術
会
議
の
選
挙
権
を
行
使
し
、
叉
は
選
挙
さ
れ

る
た
め
に
は
、
登
録
用
カ
ー
ド
を
提
出
し
掌
術
会
議

中
央
選
挙
管
理
会
の
敷
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
期
間
は
五
月
目
謎
よ
嚇
七
月
二
＋
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
（
昭
和
二
十
八
年
）

の
有
権
者
に
は
、
妾
時
の
勤
務
先
を
通
じ
て
、
又
は

直
擾
に
登
録
用
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
今
回
新

し
く
登
録
を
求
あ
よ
う
と
さ
慮
る
方
で
、
大
学
・
研

究
機
関
に
勤
務
す
る
者
は
な
る
べ
く
そ
の
所
属
機
関

を
通
じ
て
、
そ
れ
以
外
の
者
は
左
の
様
式
に
よ
り
葉

書
で
直
接
学
術
会
議
中
央
選
挙
管
理
会
（
東
京
都
台

東
区
上
野
公
園
内
）
へ
登
録
一
月
カ
ー
ド
を
藷
胆
画
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
尚
、
当
会
宛
に
①
氏
名
（
ふ

り
が
な
付
）
②
現
住
所
③
職
名
を
御
勤
務
先
・
記

登録思カード組紙t求書

氏名搏Zなを）

環住茨

勤務先職名

（註）

葉書を縦にして横書きの
こと

入
の
上
六

月
末
日
逡

に
御
申
込

み
下
さ
れ

ば
、
一
括

し
て
選
挙

管
理
会
に

提
出
し
、
登
録
用
力
書
ド
・
説
明
審
を
受
取
っ
て
お

送
り
し
ま
す
。

越
智
武
臣
（
西
洋
史
）
　
末
尾
至
行
（
地
理
）

西
谷
真
治
（
考
古
学
）
　
石
田
善
人

　
　
　
会
　
　
　
告

　
四
月
よ
り
史
学
研
究
会
委
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
薪
委
員
を
含
め
て
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。

朝
陽
直
弘
（
国
史
）
　
　
狩
蜀
直
讃
（
東
洋
史
）

　
　
　
　
　
編
集
後
　
記

　
最
初
に
、
ま
た
く
発
行
が
お
く
れ
た
こ
と
を
、

深
く
お
詑
び
す
る
。
し
か
し
巻
頭
の
村
田
氏
の
論
文

よ
り
、
書
評
欄
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
内
容
の
充
実

ば
、
こ
れ
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
と
信
ず
る
。

　
さ
て
本
会
は
京
都
大
学
史
学
科
を
中
心
に
す
る
と

は
い
え
、
そ
の
規
模
・
内
容
に
お
い
て
、
全
国
的
な

掌
会
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
幸

に
ホ
年
は
、
文
受
端
創
立
五
十
周
頃
に
あ
た
ρ
て
い

る
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
一
つ
の
足
場
と
し
て
、

本
会
が
い
よ
く
飛
躍
し
発
展
す
る
よ
う
に
、
皆
様

の
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
す
る
。
（
狩
野
）

蕪
淋
難
朋
二
諸
翻
　
定
価
戸
円

　
史
林
（
第
盟
一
九
巻
　
第
｝
二
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
匿
吉
躍
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
　
巣
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
藩

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
原
　
随
園

　
　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
善
所
ノ
内
東
町
三
九

印
朝
所
　
申
村
印
刷
株
式
会
社
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